
令和 4 年度　　　

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○

訪問調査日 令和5年3月30日

津山市を拠点に複数の事業所を運営している当法人が、岡山市に初めて設立したのがグループホー
ム心のめであり、オープンから9年目を迎えた。当法人は津山市にて20年間立ち止まる事なく日々
「真」のグループホームのあり方を研鑽している。グループホーム心のめも同法人内事業所として高い
志を持っており、当法人が追求する「真」のグループホームのあり方に少しでも近づけるよう日々奮闘
している。それぞれの感性を信じ、挑戦することに臆せず、常に利用者様を第一に考えている。自分達
の事業所が誇れる様になる為には柔軟でたおやかな心の考え方を職員全員が持ち合わせる事に重
点を置いている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
岡山市中区海吉の百間川沿いに「グループホーム心のめ」を開所して９年目を迎えた。管理者は今も週３日法人の
本拠地のある津山市から岡山市まで通っており、昨年まで津山から通っていた男性管理者も夜勤専従で今も週1回
は来てくれている。施設運営のスキルの高い法人の職員が応援してくれているので、「心のめ」の職員も日々研鑽
を重ねながら、利用者さんに楽しく健康に過ごして欲しいと願ってケアに努めている。今力を入れているのは各ユ
ニットのリーダーが「話のテーマ」を考えて、アクティビティを毎日しっかりするようにしており、一人一日ひとつの役
割を持ってもらい「ありがとう」を伝える支援をしている。皆で一緒に作る食事も開所以来このホームの大きな特色
であり、生き生きとお手伝いをする利用者さんの一人が「ここは環境がいいよ」「いいところだよ」と笑顔で教えてくれ
た。前向きに改善をしながら進化し続けているホームである。

基本情報リンク先

岡山県岡山市中区海吉1465-1所在地

グループホーム心のめ

1  自己評価及び外部評価結果

3390101743

法人名 有限会社　敬愛

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.jp/33/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=3390101743-00&PrefCd=33&VersionCd=022

評価結果市町村受理日令和5年3月15日

事業所番号

岡山県玉野市迫間２４８１－７

株式会社　One　More　Smile

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

職員同士でお互いの言動に注意し、少しで
も虐待に繋がるような言動が感じられたら、
上司に報告している。年に２回の身体拘束
研修により日々のケアを振り返り、虐待に繋
がるケアを初期から予防している。

岡山市の集団指導の資料を参考にし、介護サー
ビスの適切な運用に努めている。また、不明点
等あれば、すぐに事業者指導課へ問い合わせ、
回答通りに実施している。運営推進会議にも参
加して頂いている。

コロナ禍なので市の担当者とも会う機会はあまり
ないが、運営推進会議の議事録を送付して担当
者から意見書をいただいている。何かあると相談
をして、情報交換をしたり助言や指導をもらってい
るので、日頃から良い協力関係は築けている。

日中は基本的には建物内の鍵は開錠し（フロア入口格
子戸のみ施錠する時あり）、センサー等の設置もしてい
ない。出入り口にインテリアに馴染む鈴を取り付けてい
るものの、その音を頼りにせず、職員同士で各利用者
の動きを把握し、敏感になるようにしている。夜間は施
錠するが、門扉や、出入り口は簡単に開くので、外に
出たい欲求の強い人に注意している。

以前は外出願望の強い人もいたが、今は皆比較
的穏やかで身体拘束が必要となるような人はいな
い。外に出たい人には、職員が声かけの工夫をし
たり、散歩に一緒に出かけて気分転換をしても
らっている。身体拘束防止委員会研修（スピーチ
ロック等）後は職員にレポートを提出してもらって
いる。

コロナが始まる前までは、運営推進会議、ホーム
の行事等で地域の方々に認知症について話す
機会を設けていた。毎年中学生の職場体験や夏
休みボランティアの受け入れも行っていた。

２か月に１回運営推進会議を開催し、ホームでの
生活、行事、取り組みや、地域活動の様子を報
告している。コロナになってからは来訪して頂け
なくなり、文書でのやりとりとなっているが、意見
交換を行っている。

コロナ禍にあっても、２ヶ月に１回、書面会議をし
てホームの活動報告や利用者の状況等も写真を
掲載して詳しく報告をしている。また、議事録を送
付して行政や地域の運営推進委員からの意見や
提案を書面でもらい、運営に反映させている。

事業所の基本理念「３つの心」を朝の申し送り後
に声に出して読み上げて、加えて３つの指針と職
員宣言（毎日１つずつ）を唱和していたが、効果
が出ていない為、違う方法を検討中である。

理念の「３つの心」は、私達の心で利用者の心の
目を見ようというのが一番の理念であり、職員は
日々心を磨き、気づきを大切にしてきた。利用者
に楽しく健康に過ごして欲しいと願いながらケアを
実践している。

理念を掲示したり、皆で唱和しても職員全
員に浸透させるのは難しいので、理念をも
う少し分かり易く、例えば年間目標や月毎
の目標にして実践しやすいものにする等、
皆で考えてみるのも良い。

コロナが始まる前までは、地域のお茶のみ会やオレンジカフェ
（いずれも月１回）への参加がほぼ定着し、盆踊り大会も毎年参
加していた。近くの中学校や児童養護施設との交流も図ってい
た。特に中学校とは、夏のボランティア、職場体験、体育祭、文
化祭、ギャラリー鑑賞と積極的に関わりを持っていた。１２月に
は餅つきに住民に協力してもらっていた。オレンジカフェでは地
域の防災訓練にも声を掛けいただくなど理解が深まったと感じ
ていた。令和4年10月に行われた富山文化まつりに利用者様の
作品を出展し、利用者様も大変喜ばれた。

開設して９年目を迎えるホームはしっかりと
地域の中に溶け込み、信頼と協力関係を築
いてきた。コロナで一時交流が中断はしてい
るが、これまでの地域との交流や連携は可
能な限り続いており、以前のような活発な交
流が戻る日も近いだろう。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

コロナ前までは、各職員はそれぞれの経験
やレベルに応じた外部研修に参加し、研修
報告や伝達研修という形で他の職員に対し
ても学んだ知識を伝えていた。

コロナ前までは研修への参加により、同業
者と語らう機会があり、他の事業所の取り組
みを伺うことができていた。コロナが明けれ
ばこうした研修の場を通じて同業者との交
流を図っていきたい。

普段から意見や提案を出しやすい雰囲気を心掛
けている。全体ノートやフロアの申し送りノートで
職員間の情報を共有している。また一定の職員
は「防災」「感染」「身体拘束」の委員会に属して
おり、委員会を通じて業務改善に努めている。ま
た、職員より相談があればすぐに話を聞き、対応
している。

日々の話し合いや連絡ノートで情報共有し、
管理者・ユニットリーダー・職員同士で何でも
話し合える関係性を築いている。夜勤専従の
職員がいる勤務体制を取っており、津山市に
ある母体法人からの応援もあるので働きや
すい環境になっている。

会社への貢献度が高い職員には賞与で評
価している。評価している職員は長年勤め
ている。

契約前に書類を送付し、事前に読んで頂
き、契約に進めている。契約時に再度重点
的にご説明をし、ご家族からの質問に答え
ている。時間は２～３時間かけてじっくりと
行っている。

今はコロナでご家族様との直接お会いして
のコミュニケーションはなかなか取れていな
いが、お電話させて頂いた際はご家族様に
様子をお伝えし、ご意見・ご要望をその都度
伺うようにしている。

担当（パートナー）が毎月手書きで利用者一人ひ
とりの近況をお伝えしている他、ホームのブログ
や「心のめ」新聞で利用者の日常の様子や活動
内容を写真満載で伝えており、家族にも好評であ
る。面会時には積極的に家族と話し合い、電話等
でもその都度意見や提案を聞くように努めてい
る。

手書きの手紙と写真を添付してお伝えし
ているが、状況報告だけにとどまらず、そ
の人の発言やエピソード的な行動等も加
えると家族は嬉しいと思うので、今以上の
充実した内容になるように挑戦してみて欲
しい。

まだ実践出来ていないが、いずれは勉強会
を開催したいと考えている。他部署の研修
報告を共有し成年後見人などについて学ん
でいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

隣席の利用者同士がお喋りを楽しんだり、お互
いを労わっている様子がよく見られる。いろいろ
な利用者と交流できるようにしている。関わりが
難しい利用者には職員が間に入り孤立しない様
にし、入居者同士のもめごとにも早く気づき対応
する様努めている。相性の合わない方同士の席
順に配慮している。

ご本人の様子が分かる様、隔月で手紙と毎月写
真を送っている。暑中見舞いと年賀状は本人が
作成したものを発送している。２か月に１度手作
りの新聞を発送、また、ブログでホームでの暮ら
しの様子も伝えている。これらを楽しみにしてい
るご家族もいらっしゃる。

友人や親族が電話をかけてこられた際には
ゆっくりと話が出来る様配慮している。

家族の面会時には玄関で会ってもらっており、息
子夫婦、夫、孫等の面会が多く、遠距離の家族と
は個々の携帯電話等でつながっている。このホー
ムでは以前から夫婦・親戚同士で入居等の利用
者同士の馴染みの関係性が強く、家族との絆も継
続出来ている。

本人と家族がその時必要としている支援が見極
められる様努めている。初期には、まず基本の３
大介護をしっかりと探り、本人の体調や環境への
適応に重点を置いており、カンファレンスや手紙
等、様々なツールで意向を把握している。

出来る事はして頂き、出来ない所をサポートして
出来る様に支援する様に心がける事が当事業所
のあり方である。さりげない声かけに努め、無理
強いにならないようにしている。そして、共に過ご
し合う関係として、「居室担当制」から「パートナー
制」へと名称を変更した。

これまでの生活環境に少しでも近づける様
日々困っている事不安に思っている事を聞
き、安心して頂ける様努めている。

家族にも家族の思いをしっかり聞き取れる
様、日々何かあれば連絡を取りながら信頼
して頂ける様関係作りに努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

個別の記録は健康チェックシート・経過記録
でまとめて見ることが出来る様にしている。
日々の気づき等も申し送りノート等を利用し
職員全員で共有し実践や介護計画の見直
しに活かせるよう努めている。

状況が変わればニーズも変わってくる。その
時々のニーズに沿った支援方法を家族と相
談しながら考えるようにしている。

バイタル測定、その日の行動、顔の表情
等、日々現状の把握に努めている。様子が
おかしい時には訪看・医師に連絡し指示を
もらっている。できるようになったこと、でき
なくなったことについて職員同士で情報交換
している。

本人・家族・必要な関係者と話し合い、意見
を聞き、介護計画を作成するようにしてい
る。皆で一人一人の情報を速やかに共有
し、共に悩み、喜び、支援計画へと繋げてい
る。その人が今すぐ行えて積み重ねていけ
る事を大切にしている。

これまで以上に利用者の思いをしっかり聞き取
り、ホームでの暮らしの意向を確認してケアプラン
に反映させている。解決すべき課題や目標を見て
も、その人の望む生活をどうサポートしていくか、
どう実現させるかという内容になっており、精神面
を重視したケアプランになっている。

日々の暮らしの中で一人ひとりの思いや暮
らし方の希望、意向を把握に努め、気になる
ことがあればすぐに職員同士で話をするよう
にしている。特にプラン見直しの時はしっか
りと意見を出し合っている。

毎日利用者一人ひとりとコミュニケーションを取る
ようにしており、ホームでの生活で何をしたいか、
どうしたいか、目標は、等を本人から聞き取ったメ
モも確認した。カーデックスを活用し、職員間で記
録等の情報を共有して意向や希望をプランにつな
げている。

家族からの聞き取り、入居前のケアマネー
ジャー、看護添書等から情報を得て、職員
全体で共有して行く様に努めている。

サービス終了後でも家族からの相談があれば、
相談や支援をしていこうと思っている。退居後は
思い出のアルバムを贈ったり、看取り後には、49
日法要前に再度お手紙とお花を送っている。ま
た、退居された方の配偶者の方の利用申込があ
り、繋がりを感じた。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年に２回避難訓練・通報訓練を実施してい
る。
風水害地震等様々なシュミレーションで行い
たい。

昨年暮れには河川の氾濫（百間川）を想定して水
害（大雨・洪水）避難訓練と消火訓練を実施した。
１階の利用者は２階へ階段等を使って全員が垂
直避難した。毎回消防設備会社の人も同席して訓
練を行い、評価もしてもらっている。次回は車椅子
の方の避難方法の訓練を計画している。

ハザードマップを有効に活用しながら、南
海トラフ地震に備えて、あらゆる災害を想
定した訓練もこれからは必要と思う。それ
ぞれの歩行状態に合わせた避難方法も
計画中との事なので、しっかり取り組んで
欲しい。

主治医より見取りの判断が出た時は、速や
かに家族と話し合いを行い、意向をお聞き
し、主治医、看護師、介護職、家族と共に支
援に取り組んでいる。

最近はホームでの看取りはなく、今のところ
ターミナルの人もいない。以前には看取りを
した経験もあるので、本人・家族の希望があ
ればこれからも医療機関と連携しながら出来
る限りの支援をしていこうと思っている。

緊急時マニュアルを作成している。ホーム内
でのコロナウィルス感染を２度経験し、感染
対策をあらため、実践力を身につけた。

週に１度、訪問看護師が来て健康管理・指
導を行っている。様子、状態を伝え情報を共
有した上でアドバイスをもらい、看護師の指
示により医師へ繋げるようにしている。特変
時電話連絡をし必要に応じ来て頂いてい
る。

利用者が入院の際には病院に情報提供を
行う。入院中は面会に行き本人の状態を確
認すると共に医師、看護師、相談員と共に
早期退院に向けて話し合いをしている。

買物はできるだけ地域のスーパーや産直市
場を利用している。コープの注文購入もして
いるが、利用者がチラシを見ながら欲しいも
のを注文することもある。

１ヶ月に２回の主治医の訪問診療がある。
他科の受診が必要な場合には家族やアテ
ンドサービスが同行している。訪問歯科も利
用している。

利用者それぞれの主治医の訪問診療があり、気
軽に相談に乗ってもらえ、緊急時にも迅速に対応
してもらっている。他科受診は家族が介護タクシー
で受診同行しているケースもある。医療連携もしっ
かり出来ており訪問看護・訪問歯科等もあるので
安心して生活出来ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

塩分制限や糖尿のある方、体重増加に注意
している方等に配慮した食事を提供してい
る。水分量もあまり飲まれない方には回数
を増やしたり、甘い水分に変えたりなどして
工夫している。

毎食後声かけを行い、手伝いを必要とされ
る方は手伝っている。居室の洗面を使用す
る方もおられる。毎食前に、口腔体操を毎日
実施している。

衣服の修理、ボタン付け等出来る方には自分で
して頂いている。その日に着たい洋服も選んで頂
いている。行事によっては化粧やネイルをした
り、アクセサリーを身に着けたり、雰囲気を盛り上
げるようにしている。散髪は２ヶ月に１度利用して
いる。

季節感（夏は流しそうめん、冬は鍋）や手作りに
こだわり、ほぼ毎日利用者が調理や配膳に関
わっている。ホームに帰ってから食材を陳列し、
旬の野菜、形や珍しい種類の野菜を見て買物に
行けなかった利用者も楽しめるようにしている。
お菓子作りやパン作りも行っている。出前も楽し
みにしている。

１階と２階のユニットでメニューが異なり、１階は全
員参加して餃子を一から手作り。重度の人が多い
２階では手作りハンバーグの昼食だった。まるで
料理教室のような雰囲気でワイワイと楽しそうな
下準備の光景であり、Aさんの「ここは環境がいい
よ。食事も楽しみ」という言葉が印象的だった。

こちらからの押し付けにならず、本人の思いや希
望を表し、自己決定出来るよう対応している。ドリ
ンクタイムではメニュー表から飲みたい物を選ん
でもらうこともある。特に本人の誕生日を最も大
切なものと位置づけ、本人のお好きなものを召し
上がっていただくようにしている。

一人ひとりに合ったペースは大事にしてい
る。その時々によっても違うのでその時の様
子、表情には気を付けて支援している。

一人ひとり人格が違うので、その方に合った対応
を心がけている。呼称制度を設け、本人や家族
に確認し、一番呼ばれたい呼び方で呼ぶようにし
ている。一部の入居者ではあるが、家族から昔
の写真をお借りしており、その人の人生そのもの
への関わりを深めていきたいと考えている。

人に迷惑をかけたくないので、自分の事は自分で
したいという気持ちのある人には排泄時等、人格
を尊重しプライドを傷つけないように適切な声かけ
をしている。また、他の人に対しても失敗時のトイ
レ誘導には羞恥心にも配慮して言葉遣いには気
をつけている。

7/18



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

希望に添えないこともあるが散歩などお好き
な方には行ってもらっている。コロナが緩和
され、令和5年4月には、3年ぶりの外出を計
画している。今後は外出の機会を増やし、楽
しんでいただきたい。天気の良い日にはベラ
ンダに出て日光浴を楽しんでいる。

長く外出支援が制限されていたが、この春には花
見を計画している。「今からとても楽しみ、嬉しい」
と利用者が教えてくれた。家族とドライブがてらの
受診の行き帰りも良い刺激であり個別の外出支
援にも力を入れている。花壇にはチューリップが
咲き誇り、日光浴や外気浴をしながら庭でティータ
イムをして気分転換をしている。

薬の情報は変わったらすぐにわかるように
記録し職員全員が共有できるようにしてい
る。与薬もれ・落薬が多かったが、服薬管理
方を改善してからは、ほぼなくなった。

生活歴・家族の話などから好きな事を把握し少しでも
楽しんで頂ける様支援をしている。職員は日々の生活
の中で利用者の能力に見合った活動を提案し、誰もが
役割を持てるようにしている。日勤リーダーがその日に
行うアクティビティ、話のテーマを考え、皆で実施してい
る。そして、「役割を持つ支援」として、一人一日ひとつ
役割をもち、実施して頂き、ありがとうを伝えることで、
役割を持つ喜びに繋がる様、支援している。

入浴日を断る方は清拭・足浴で対応し、声
かけやタイミングを工夫しながら、出来るだ
け入浴して頂けるよう努力している。入浴を
楽しんでもらうために入浴剤の使用したり、
花風呂、しょうぶ湯、ゆず湯等のイベントも
行っている。

週３回を基本に午前に入浴。一人ずつ自分の好き
な入浴剤を選んで入浴してもらったり、冬至には
柚子湯、５月は菖蒲湯等、季節の行事も大切にし
ながらお風呂を楽しんでもらっている。シャワー浴
の人も数名いるが、殆どの人は浴槽に浸かって職
員との会話を楽しみながら入浴出来ている。

夕食後は自分のお好きな時間に帰って休ん
で頂いている。日中も休みたい方には生活
リズムが崩れない程度に居室で休んでも
らっている。

一人一人の排泄のパターンを把握し対応をして
いる。その人に合ったパットやパンツの種類を検
討し、日中と夜間で異なる対応をしている人もい
る。排泄に関してはほぼ自立している方への関
与についてはプライバシーを尊重するように気を
付けている。

全員がリハビリパンツ、又はパット併用であ
り、夜間は紙オムツを使用している人もいる。
一人いる男性利用者もトイレは座位での排泄
であり、それぞれの排泄リズムを見ながら声
かけをしてトイレ誘導し、排泄の自立支援に
つなげている。

水分が摂れていない方にはこまめに声かけ
好みの飲み物等を提供するなどして工夫し
ている。運動不足の方には廊下等歩いて頂
いたりお腹マッサージをする様取り組んでい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

安全には配慮している。トイレには新たに手すり
を設置し、浴室などもわかりやすくしている。でき
るだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る。当ホームは２階建ての為、階段の昇り降りが
あるが、普段手引き歩行の方が、一人で階段を
使用することが「ひやりはっと」として上がること
が過去にあった。それは安全な環境ではないか
もしれないが、自立した生活としては大切な事だ
と思っている。「危ない」「安全第一」を大切にしつ
つも日常的に階段は使用していきたい。

共用空間のテーブルにつく時には気の合う
人、合わない人を見極め本人の意見も聞き
ながら対応している。ソファに座るのが好き
な人もいれば、テーブル席で隣席の人とお
しゃべりに興じる人もいる。

使い慣れた家具を持ってきてくださるよう入
居時にはお話をする。壁紙は各居室で異な
る仕様となっており、入居者の目を楽しませ
ている。また、パートナーが居室の環境整備
に努めている。

携帯を持って息子と連絡を取り合っているBさん
は、自室の机の上で充電中であり、その横にはプ
レゼントの花や小物類が並べられている。どの部
屋も明るく外の景色もよく見える。部屋毎に色彩豊
かな壁紙が異なるのもこのホームの特色であり、
自室で読書を楽しんでいる人もいて、居心地の良
い環境になっている。

電話が可能であれば、いつでも出来る様対
応している。字を書くことが好きな方は自分
から「○○へ手紙を書きます。」と言われ、
今の気分や日々心配していること等、情緒
豊かな内容の手紙を書かれている。

季節に応じて絵てぬぐいを掛け替え、テレビに
USBを繋ぎ、いつも色んな曲を聞けるようにして
いる。食事の時は、クラシックやカフェ音楽を流し
ている。五感を通じて、居心地の良い空間作りを
心掛けている。天気の良い日は庭やベランダで
お茶や食事を楽しんでいる。浴室やトイレの床は
和風のしつらえを施している。

両ユニットのリビングには桜の花が活けてあり、室
内で春を感じながら花見が出来る。窓際にはソ
ファやテーブル・椅子が置かれ、男性利用者のお
気に入りの場所のようだ。1・２階には南向きのテ
ラスがあるのでティータイムやお喋りの場として活
用されていて、それぞれ好きな場所でゆったりと
自由に過ごしている。

家族の同意を得て、いつも持ち歩く鞄の中
に僅かな金銭を所持する入居者がいる。
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令和 4 年度　　　

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○
62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.jp/33/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=3390101743-00&PrefCd=33&VersionCd=022

評価機関名 株式会社　One　More　Smile

所在地 岡山県玉野市迫間２４８１－７

訪問調査日 令和5年3月30日

所在地 岡山県岡山市中区海吉1465-1

自己評価作成日 令和5年3月15日 評価結果市町村受理日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3390101743 津山市を拠点に複数の事業所を運営している当法人が、岡山市に初めて設立したのがグループホー
ム心のめであり、オープンから9年目を迎えた。当法人は津山市にて20年間立ち止まる事なく日々
「真」のグループホームのあり方を研鑽している。グループホーム心のめも同法人内事業所として高い
志を持っており、当法人が追求する「真」のグループホームのあり方に少しでも近づけるよう日々奮闘
している。それぞれの感性を信じ、挑戦することに臆せず、常に利用者様を第一に考えている。自分達
の事業所が誇れる様になる為には柔軟でたおやかな心の考え方を職員全員が持ち合わせる事に重
点を置いている。

法人名 有限会社　敬愛

事業所名 グループホーム心のめ



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

職員同士でお互いの言動に注意し、少しで
も虐待に繋がるような言動が感じられたら、
上司に報告している。年に２回の身体拘束
研修により日々のケアを振り返り、虐待に繋
がるケアを初期から予防している。

岡山市の集団指導の資料を参考にし、介護サー
ビスの適切な運用に努めている。また、不明点
等あれば、すぐに事業者指導課へ問い合わせ、
回答通りに実施している。運営推進会議にも参
加して頂いている。

日中は基本的には建物内の鍵は開錠し（フロア入口格
子戸のみ施錠する時あり）、センサー等の設置もしてい
ない。出入り口にインテリアに馴染む鈴を取り付けてい
るものの、その音を頼りにせず、職員同士で各利用者
の動きを把握し、敏感になるようにしている。夜間は施
錠するが、門扉や、出入り口は簡単に開くので、外に
出たい欲求の強い人に注意している。

コロナが始まる前までは、運営推進会議、ホーム
の行事等で地域の方々に認知症について話す
機会を設けていた。毎年中学生の職場体験や夏
休みボランティアの受け入れも行っていた。

２か月に１回運営推進会議を開催し、ホームでの
生活、行事、取り組みや、地域活動の様子を報
告している。コロナになってからは来訪して頂け
なくなり、文書でのやりとりとなっているが、意見
交換を行っている。

事業所の基本理念「３つの心」を朝の申し送り後
に声に出して読み上げて、加えて３つの指針と職
員宣言（毎日１つずつ）を唱和していたが、効果
が出ていない為、違う方法を検討中である。

コロナが始まる前までは、地域のお茶のみ会やオレンジカフェ
（いずれも月１回）への参加がほぼ定着し、盆踊り大会も毎年参
加していた。近くの中学校や児童養護施設との交流も図ってい
た。特に中学校とは、夏のボランティア、職場体験、体育祭、文
化祭、ギャラリー鑑賞と積極的に関わりを持っていた。１２月に
は餅つきに住民に協力してもらっていた。オレンジカフェでは地
域の防災訓練にも声を掛けいただくなど理解が深まったと感じ
ていた。令和4年10月に行われた富山文化まつりに利用者様の
作品を出展し、利用者様も大変喜ばれた。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

コロナ前までは、各職員はそれぞれの経験
やレベルに応じた外部研修に参加し、研修
報告や伝達研修という形で他の職員に対し
ても学んだ知識を伝えていた。

コロナ前までは研修への参加により、同業
者と語らう機会があり、他の事業所の取り組
みを伺うことができていた。コロナが明けれ
ばこうした研修の場を通じて同業者との交
流を図っていきたい。

普段から意見や提案を出しやすい雰囲気を心掛
けている。全体ノートやフロアの申し送りノートで
職員間の情報を共有している。また一定の職員
は「防災」「感染」「身体拘束」の委員会に属して
おり、委員会を通じて業務改善に努めている。ま
た、職員より相談があればすぐに話を聞き、対応
している。

会社への貢献度が高い職員には賞与で評
価している。評価している職員は長年勤め
ている。

契約前に書類を送付し、事前に読んで頂
き、契約に進めている。契約時に再度重点
的にご説明をし、ご家族からの質問に答え
ている。時間は２～３時間かけてじっくりと
行っている。

今はコロナでご家族様との直接お会いして
のコミュニケーションはなかなか取れていな
いが、お電話させて頂いた際はご家族様に
様子をお伝えし、ご意見・ご要望をその都度
伺うようにしている。

まだ実践出来ていないが、いずれは勉強会
を開催したいと考えている。他部署の研修
報告を共有し成年後見人などについて学ん
でいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

隣席の利用者同士がお喋りを楽しんだり、お互
いを労わっている様子がよく見られる。いろいろ
な利用者と交流できるようにしている。関わりが
難しい利用者には職員が間に入り孤立しない様
にし、入居者同士のもめごとにも早く気づき対応
する様努めている。相性の合わない方同士の席
順に配慮している。

ご本人の様子が分かる様、隔月で手紙と毎月写
真を送っている。暑中見舞いと年賀状は本人が
作成したものを発送している。２か月に１度手作
りの新聞を発送、また、ブログでホームでの暮ら
しの様子も伝えている。これらを楽しみにしてい
るご家族もいらっしゃる。

友人や親族が電話をかけてこられた際には
ゆっくりと話が出来る様配慮している。

本人と家族がその時必要としている支援が見極
められる様努めている。初期には、まず基本の３
大介護をしっかりと探り、本人の体調や環境への
適応に重点を置いており、カンファレンスや手紙
等、様々なツールで意向を把握している。

出来る事はして頂き、出来ない所をサポートして
出来る様に支援する様に心がける事が当事業所
のあり方である。さりげない声かけに努め、無理
強いにならないようにしている。そして、共に過ご
し合う関係として、「居室担当制」から「パートナー
制」へと名称を変更した。

これまでの生活環境に少しでも近づける様
日々困っている事不安に思っている事を聞
き、安心して頂ける様努めている。

家族にも家族の思いをしっかり聞き取れる
様、日々何かあれば連絡を取りながら信頼
して頂ける様関係作りに努めている。

13/18



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

個別の記録は健康チェックシート・経過記録
でまとめて見ることが出来る様にしている。
日々の気づき等も申し送りノート等を利用し
職員全員で共有し実践や介護計画の見直
しに活かせるよう努めている。

状況が変わればニーズも変わってくる。その
時々のニーズに沿った支援方法を家族と相
談しながら考えるようにしている。

バイタル測定、その日の行動、顔の表情
等、日々現状の把握に努めている。様子が
おかしい時には訪看・医師に連絡し指示を
もらっている。できるようになったこと、でき
なくなったことについて職員同士で情報交換
している。

本人・家族・必要な関係者と話し合い、意見
を聞き、介護計画を作成するようにしてい
る。皆で一人一人の情報を速やかに共有
し、共に悩み、喜び、支援計画へと繋げてい
る。その人が今すぐ行えて積み重ねていけ
る事を大切にしている。

日々の暮らしの中で一人ひとりの思いや暮
らし方の希望、意向を把握に努め、気になる
ことがあればすぐに職員同士で話をするよう
にしている。特にプラン見直しの時はしっか
りと意見を出し合っている。

家族からの聞き取り、入居前のケアマネー
ジャー、看護添書等から情報を得て、職員
全体で共有して行く様に努めている。

サービス終了後でも家族からの相談があれば、
相談や支援をしていこうと思っている。退居後は
思い出のアルバムを贈ったり、看取り後には、49
日法要前に再度お手紙とお花を送っている。ま
た、退居された方の配偶者の方の利用申込があ
り、繋がりを感じた。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年に２回避難訓練・通報訓練を実施してい
る。
風水害地震等様々なシュミレーションで行い
たい。

主治医より見取りの判断が出た時は、速や
かに家族と話し合いを行い、意向をお聞き
し、主治医、看護師、介護職、家族と共に支
援に取り組んでいる。

緊急時マニュアルを作成している。ホーム内
でのコロナウィルス感染を２度経験し、感染
対策をあらため、実践力を身につけた。

週に１度、訪問看護師が来て健康管理・指
導を行っている。様子、状態を伝え情報を共
有した上でアドバイスをもらい、看護師の指
示により医師へ繋げるようにしている。特変
時電話連絡をし必要に応じ来て頂いてい
る。

利用者が入院の際には病院に情報提供を
行う。入院中は面会に行き本人の状態を確
認すると共に医師、看護師、相談員と共に
早期退院に向けて話し合いをしている。

買物はできるだけ地域のスーパーや産直市
場を利用している。コープの注文購入もして
いるが、利用者がチラシを見ながら欲しいも
のを注文することもある。

１ヶ月に２回の主治医の訪問診療がある。
他科の受診が必要な場合には家族やアテ
ンドサービスが同行している。訪問歯科も利
用している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

塩分制限や糖尿のある方、体重増加に注意
している方等に配慮した食事を提供してい
る。水分量もあまり飲まれない方には回数
を増やしたり、甘い水分に変えたりなどして
工夫している。

毎食後声かけを行い、手伝いを必要とされ
る方は手伝っている。居室の洗面を使用す
る方もおられる。毎食前に、口腔体操を毎日
実施している。

衣服の修理、ボタン付け等出来る方には自分で
して頂いている。その日に着たい洋服も選んで頂
いている。行事によっては化粧やネイルをした
り、アクセサリーを身に着けたり、雰囲気を盛り上
げるようにしている。散髪は２ヶ月に１度利用して
いる。

季節感（夏は流しそうめん、冬は鍋）や手作りに
こだわり、ほぼ毎日利用者が調理や配膳に関
わっている。ホームに帰ってから食材を陳列し、
旬の野菜、形や珍しい種類の野菜を見て買物に
行けなかった利用者も楽しめるようにしている。
お菓子作りやパン作りも行っている。出前も楽し
みにしている。

こちらからの押し付けにならず、本人の思いや希
望を表し、自己決定出来るよう対応している。ドリ
ンクタイムではメニュー表から飲みたい物を選ん
でもらうこともある。特に本人の誕生日を最も大
切なものと位置づけ、本人のお好きなものを召し
上がっていただくようにしている。

一人ひとりに合ったペースは大事にしてい
る。その時々によっても違うのでその時の様
子、表情には気を付けて支援している。

一人ひとり人格が違うので、その方に合った対応
を心がけている。呼称制度を設け、本人や家族
に確認し、一番呼ばれたい呼び方で呼ぶようにし
ている。一部の入居者ではあるが、家族から昔
の写真をお借りしており、その人の人生そのもの
への関わりを深めていきたいと考えている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

希望に添えないこともあるが散歩などお好き
な方には行ってもらっている。コロナが緩和
され、令和5年4月には、3年ぶりの外出を計
画している。今後は外出の機会を増やし、楽
しんでいただきたい。天気の良い日にはベラ
ンダに出て日光浴を楽しんでいる。

薬の情報は変わったらすぐにわかるように
記録し職員全員が共有できるようにしてい
る。与薬もれ・落薬が多かったが、服薬管理
方を改善してからは、ほぼなくなった。

生活歴・家族の話などから好きな事を把握し少しでも
楽しんで頂ける様支援をしている。職員は日々の生活
の中で利用者の能力に見合った活動を提案し、誰もが
役割を持てるようにしている。日勤リーダーがその日に
行うアクティビティ、話のテーマを考え、皆で実施してい
る。そして、「役割を持つ支援」として、一人一日ひとつ
役割をもち、実施して頂き、ありがとうを伝えることで、
役割を持つ喜びに繋がる様、支援している。

入浴日を断る方は清拭・足浴で対応し、声
かけやタイミングを工夫しながら、出来るだ
け入浴して頂けるよう努力している。入浴を
楽しんでもらうために入浴剤の使用したり、
花風呂、しょうぶ湯、ゆず湯等のイベントも
行っている。

夕食後は自分のお好きな時間に帰って休ん
で頂いている。日中も休みたい方には生活
リズムが崩れない程度に居室で休んでも
らっている。

一人一人の排泄のパターンを把握し対応をして
いる。その人に合ったパットやパンツの種類を検
討し、日中と夜間で異なる対応をしている人もい
る。排泄に関してはほぼ自立している方への関
与についてはプライバシーを尊重するように気を
付けている。

水分が摂れていない方にはこまめに声かけ
好みの飲み物等を提供するなどして工夫し
ている。運動不足の方には廊下等歩いて頂
いたりお腹マッサージをする様取り組んでい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

安全には配慮している。トイレには新たに手すり
を設置し、浴室などもわかりやすくしている。でき
るだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る。当ホームは２階建ての為、階段の昇り降りが
あるが、普段手引き歩行の方が、一人で階段を
使用することが「ひやりはっと」として上がること
が過去にあった。それは安全な環境ではないか
もしれないが、自立した生活としては大切な事だ
と思っている。「危ない」「安全第一」を大切にしつ
つも日常的に階段は使用していきたい。

共用空間のテーブルにつく時には気の合う
人、合わない人を見極め本人の意見も聞き
ながら対応している。ソファに座るのが好き
な人もいれば、テーブル席で隣席の人とお
しゃべりに興じる人もいる。

使い慣れた家具を持ってきてくださるよう入
居時にはお話をする。壁紙は各居室で異な
る仕様となっており、入居者の目を楽しませ
ている。また、パートナーが居室の環境整備
に努めている。

電話が可能であれば、いつでも出来る様対
応している。字を書くことが好きな方は自分
から「○○へ手紙を書きます。」と言われ、
今の気分や日々心配していること等、情緒
豊かな内容の手紙を書かれている。

季節に応じて絵てぬぐいを掛け替え、テレビに
USBを繋ぎ、いつも色んな曲を聞けるようにして
いる。食事の時は、クラシックやカフェ音楽を流し
ている。五感を通じて、居心地の良い空間作りを
心掛けている。天気の良い日は庭やベランダで
お茶や食事を楽しんでいる。浴室やトイレの床は
和風のしつらえを施している。

家族の同意を得て、いつも持ち歩く鞄の中
に僅かな金銭を所持する入居者がいる。
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